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要     旨 

【緒言】                                           

 哺乳動物心臓のプルキンエ細胞は、種により形態的に大きな多様性があり、3 つのグループに分類さ

れている。第一グループは、作業心筋細胞に比べてかなり大きなプルキンエ細胞を持つ有蹄類で、第二

のグループは、作業心筋よりやや大きい細胞を持つヒト、サル、イヌなどのグループ、第三グループは、

逆に小さい細胞を持つ齧歯類である。第一グループのウシ心臓において、大きくかつ筋原線維が少ない     

プルキンエ細胞中に無数の中間径フィラメントを持つことがすでに示されており、その細胞骨格として     

の役割が推定されている。今回、我々は、複数の哺乳動物のプルキンエ細胞に中間径フィラメントがど     

のように分布しているかを免疫組織化学的に検索する。さらに、ヒツジとヒトの心臓プルキンエ細胞を     

走査電子顕微鏡で観察することにより、中間径フィラメントの三次元構築を明らかにする。      

【材料と方法】                                        

 材料として、各種哺乳動物、グループ１（ヒツジ）、グループ２（ヒト、サル、イヌ）、グループ３（マ         
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ウス）の心臓を用いた。心室からプルキンエ細胞を含む心内膜部位を切り出して、パラフィン切片を作     

製した。デスミン抗体を用いた IgG gold・silver 法で免疫染色し、光学顕微鏡で観察した。また、同じ     

デスミン抗体を使って、ヒツジのプルキンエ細胞を免疫組織化学手技で透過電子顕微鏡検索した。さら     

に、プルキンエ細胞の三次元構築を明らかにするために、ヒツジとヒト心臓の標本を走査電子顕微鏡で     

観察した。観察に先立ち、ヒツジ心室の仮腱索内を走るプルキンヱ細胞の細胞内基質とグリコーゲン果     

粒を除去するために、凍結割断後試料をサポニン溶液で処理した。一方、ヒトでは心臓組織を水酸化ナ     

トリウム溶液で処理した。                                      

【結果】                                           

 今回検索した第一グループから第三グループまでのすべての哺乳動物で、プルキンエ細胞はデスミン     

抗体に対して作業心筋よりも強く染まった。透過電子顕微鏡観察では、デスミン抗体に対して陽性反応     

を示す銀粒子は、１０ｎｍの径を持つ中間径フィラメント上に見られた。さらに、ヒツジとヒトのプル     

キンエ細胞の走査電子顕微鏡観察では、いずれも中間径フィラメントは、繊細な網目構造をしており、     

核周囲に多く見られ、ミトコンドリアや筋原線維とも複雑に絡み合っていた。また、その密度はヒツジ     

の細胞においてより密であり、ヒツジでは細胞質全体に分布していたのに対し、ヒトでは主に核の周り     

と筋原線維の間に分布していた。                                   

【考察】                                             

 有蹄類のプルキンエ細胞は、作業心筋細胞よりもかなり大きく、豊富なグリコーゲン、辺縁に局在す     

る筋原線維によって容易に同定出来る。しかしながら、ヒトやマウスのプルキンエ細胞は、作業心筋細     

胞に近似しているが、豊富な中間径フィラメントを有していることが大きな違いであった。密な網目の     

中間径フィラメントは、核、筋原線維、ミトコンドリアを包囲し、プルキンエ細胞の構造上・機能上の     

安定性を維持するために必要な構造であることが示唆される。                      

【結語】                                           

 哺乳動物のプルキンエ細胞は、いずれの種においても豊富な中間径フィラメントを持っていた。デス     

ミン抗体を用いた免疫組織化学法は、プルキンエ細胞の同定に有効であった。豊富な中間径フィラメン     

トは、細胞骨格として機能し、プルキンエ細胞にとって欠かすことが出来ない重要な構造である。      


